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今回は、東日本大震災の死者の死因や発生状況

を阪神・淡路大震災と比較し、その特徴を明らか

にします。 

 

 

1.人的被害の状況 

 

表 1 は、東日本大震災における人的被害を阪神・

淡路大震災と比較したものですが、東日本大震災

の死者・行方不明者の多さが際立っています(死者

はどちらも直接死の人数)。なお、負傷者について

は、被害の大きかった市町の中には「不明」、「調 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

査中」としているところもあり、これらの事情は

表 1 の数字には反映されていません。そのため、

この表の数字だけを見て、東日本大震災では負傷

者は少なかったと判断することは問違いです。 

なお、岩手県、宮城県の死者数を沿岸市町村、

内陸市町村別にみると表 2 のようになり、死者の

大部分が津波によることを改めて確認できます。 

震災による死亡の形態には、地震(津波)の直接

的影響による死亡(=直接死)と、間接的影響(生活

環境・医療環境等の悪化など)による死亡(=震災関

連死)があります。以下では、直接死、震災関連死

別にその発生状況や死因をみることにします。 
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2.直接死 

(1)死因 

表 3 の左欄には、岩手、宮城、福島の被災 3

県で 2012 年 2 月 29 日までに収容された遺体

15,786 体の死因を示しています。 

最も多いのが、「溺死」で死因の 9 割を占め

ています。次いで、「圧死・損傷死・その他」で

約 4%、「焼死」が約 1%となっています。 

この「溺死」については通常私たちが考える

「溺死」とは様相が異なることが指摘されてい

ます。 

「東日本大震災後、宮城、岩手両県で約 170 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人の遺体を検視した杏林大医学部の高木徹

也准教授(法医病理学)は「津波による遺体は、

海や川、プールで亡くなる「狭義の溺死』と異

なり、水圧と水流、漂流物という三つの要素に

よる影響が色濃く出ている」と指摘する。」(「焦

点/被災 3 県死者 9 割が溺死「なぜ犠牲に」検

証を」、河北新報 2011 年 9 月 24 日) 

また、「圧死・損傷死・その他」は、倒壊した

建物の下敷きになったり、津波で流され、体を

打ち付けたりといったことが考えられます。

Wikipedia「東日本大震災」によれば、「約 90%

が倒壊した家屋や家具の下敷きによる圧死で 
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あった阪神・淡路大震災と大きく異なり、最

大震度7を記録した宮城県栗原市では一人も

死者は出なかった(筆者注:直接死 0 人、震災

関連死 1 人)。このため、圧死・損傷死のほと

んどは流出した瓦礫に巻き込まれたものと

推定される」といった内容を掲載しています。 

表 3 の右欄は、阪神・淡路大震災の死者の死

因をみたものです。老朽木造住宅等の耐震性の

低い建物の倒壊により、多くの人がその下敷き

になり命を落としたことを如実に示していま

す。東日本大震災とは全く様相が異なることが

わかります。 

 

(2)年齢別死者数 

表 4 は、直接死の年齢別死者数をみたもので

す。どちらの震災も高齢者層の死者が多いこと

がわかります。 

また、東日本大震災では、0～19 歳で死者数

比率が低くなっていますが、これは地震発生が 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午後 2 時 46 分であったことから、学校管理下、

保育所・幼稚園管理下にいた児童・生徒、園児

が多かったことによるものと思われます。 

なお、阪神・淡路大震災では、20～29 歳の年

齢で死者数比率が高くなっていますが、これに

ついては次の(3)で言及します。 

 

(3)死者数比率と人口構成比との比較 

表4を人口構成比との比較でさらにくわしく

みたのが、表 5、表 6 です。どちらの震災も高

齢者層で「死者数比率/人口構成比」(以下、「指

数」という)が高いことが分かります。 

ただし、東日本大震災では、60 歳～79 歳で

男性の指数が高い以外は大きな性差はありま

せん。全体でみれば指数は、男性:女性=1.0:1.0

となっています。 

これに対し、阪神・淡路大震災では、ほぼ全

年齢層で女性の指数が高く、全体では男性:女

性=0.83:1.16 となっています。家屋倒壊、家具 
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の転倒落下に対する防ぎょ・回避行動に男女の

体力差が影響していると考えられます。 

なお、阪神・淡路大震災では 20 歳～24 歳の

層で男女ともその前後の層より指数が高い傾

向がみられます。その理由を神戸新聞は以下の

ように推測しています。 

「年代別では高齢者が多いものの、直接死だ

けを見ると、地域に大学が多い神戸市灘区、東

灘区、西宮市では二十代も目立った。高齢者と

同様、文化住宅など木造アパートに住んでいた

学生が、倒壊したアパートの下敷きになったケ

ースが多いとみられる」(「阪神・淡路大震災本

社一括集計関連死者の 9 割 60 歳超西宮、東神

戸の直接死 20 代も目立つ」(神戸新聞、2004

年 4 月 20 日) 

 

 

3.震災関連死 

(1)死因 

東日本大震災の震災関連死の死因について

は、現時点では明らかにされていません。阪神・

淡路大震災についても、死因のくわしい資料は

報告されていませんが、神戸新聞の記事によれ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ば、「肺炎が 24%で最も多く、心不全 16%、

心筋梗塞(こうそく)など 10%－と続き、呼吸不

全や脳梗塞なども見られた」とされています。

(「震災の直接死 5,512 人本社が再集計」、神戸

新聞、2004 年 5 月 14 日) 

 

(2)震災関連死の年齢別状況 

表 7 は、東日本大震災における震災関連死の

年齢別死者数をみたものです。66 歳以上が

90%近くを占め、直接死と同様、高齢者層で死

者がきわめて多くなっていることがわかりま

す。 

阪神・淡路大震災における震災関連死の死者

数は神戸新聞の調べで 921 人とされています

が、その年齢別状況等はくわしくは明らかにさ

れていません。そこで、若干不正確ではありま

すが、既存データを組み合わせて、表 8 のよう

な年齢別・性別死者数を求めてみました。この

表からは、阪神・淡路大震災においても震災関

連死は高齢者層に偏っていること、しかし、直

接死と異なり女性より男性の死者が多いとい

う傾向が読み取れます。 
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(3)震災関連死の時期別状況 

東日本大震災では、1 か月以内に亡くなった

方が 50%程度、3 か月以内が 80%程度となっ

ています(表 9)。 

阪神・淡路大震災では、時期区分が異なりま 

 

 

 

 

すが、(1 月 17 日の発震後)1 月中に亡くなった

方は 40%程度、2 月末までに亡くなった方は

72%といわれています。(「震災の直接死 5,512

人本社が再集計」、神戸新聞、2004 年 5 月 14

日) 
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